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　　The　Harderian　gland　is　tubuloalveolar　gland
located　within　the　orbit　behind　the　eyeball　of
terrestrial　vertebrates　that　exhibit　a　nictita－
ting　membrane．　I　t　was　first　described　by　Johan
Jacob　Harder　in　1694　in　the　orbit　of　the　deer．
Since　that　time　the　gland　has　been　found　in　am－
phibians，　reptiles，　birds　and　mammals．　We　have
reported　the　occurrence　of　a　growth　factor（　HG－
derived　GH）　which　stimulate　coneal　stroma1　cell
proliferation　and　DNA　synthesis　in　the　guinea
pig　Harderian　gland　and　purified　i　t（1992）．　This
is　the　first　to　describe　the　chemical　substance
regarding　the　physiological　control　of　corneal
healing　after　injury　and　infraimnation．
　　The　purpose　of　this　study　is　to　compare　the
Harderian　　glands　of　　birds　and　ma皿mals　　and　to
discuss　the　differences　between　the皿
In　comparison　with　the　mai［malian　Harderian
gland，　most　characteristic　feature　of　the　avian
gland　is　to　contain　large　population　of　plasma
cells　that　participate　in　the　mechanism　of
local　iirmune　system，　especially　with　regard　to
the　course　of　the　imnunoresponse　after　eye　in－
frairmation．　Then，　we　recognized　here　the　presence
of　two　mechanisms，　imnunological　as　described
for　birds　and　chemical　一growth　factor一　as　found
in　guinea　pig．　However，　it　is　still　unclear　what
the　iirmunological　mechanism　is　found　only　in
birds　and　chemical　mechanism　exists　only　in
llaJima　l　s．
　胸骨傍リンパ節に関しては古くから報告がなされて
いるが、リンパ節の位置と、出現頻度に関しての所見
は様々である。特に本邦ではこのリンパ節に関する報
告は胎児・新生児の場合に限られている。一方、リン
パ節の形態は年齢的に変化に富むと言われており、さ
らに、経験的にこのリンパ節が上位肋間に偏在すると
も言われている。本邦成人の胸骨傍リンパ節に関する
まとまった報告は見られないので、解剖学実習遺体
（成人）を用いて観察した。
【材料と方法】観察した17例の実習遺体の年齢は、
80歳代の8例を中心にして、72歳から96歳まで
の広がりを持ち、平均84．2歳であった。胸膜癒着が
見られず、肺実質に肉眼的に病巣の認められなかった
例について分離した前胸壁の内面を実体顕微鏡下にて
観察した。17例中10例では、胸横筋の観察も行い、
さらにリンパ節の長径・短径をノギスによって計測し
た。小型のリンパ節の見落としを避けるために、剖出
は内胸囲・静脈に沿うリンパ管の全経過の追跡を確実
に行い、その過程で胸骨傍リンパ節を剖出した。
【結果】リンパ管は内妙詩・静脈の両側にそって認め
られ、このリンパ管の経過中に胸骨傍リンパ節が存在
していた。検：卜したリンパ節の数を肋間毎に比較する
と、リンパ節は第1・第2肋間に偏在する傾向が観ら
れた。リンパ節の大きさを長径と短径の値からα一
（長径＋短径）／2とし、その値によって①1．0≦α
＜5．Omm，②5．0≦α＜10．Omm，③10．Omm≦αの3グ
ループに分けた。各肋間のリンパ節をそれぞれの大き
さのグルL一・一プに分け、肋間毎に比較すると、大きいリ
ンパ節は第1・第2肋間に偏在していた。第1・第2
肋間では胸横筋膜のみとなり、これが内二二・静脈、
リンパ管及びリンパ節を覆っているだけである。第3
肋間以下では胸横筋の筋束がこれを覆うがリンパ節の
存在はわずかであった。
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